
　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
宇
治
茶
閑
史
概
説

に
至
っ
て
、
掃
部
の
嫡
流
門
太
郎
家
の
外
鳶
、
新
た
に
森

の
知
行
を
召
し
上
げ
て
、
掃
蔀
の
姪
上
林
叉
兵
衛
（
又
市

の
子
）
，
の
家
を
引
き
立
つ
る
に
至
り
、
宇
治
は
三
百
年
、

上
林
尊
家
の
支
配
の
下
に
御
茶
師
な
る
特
溺
階
級
を
つ
く

る
に
至
れ
る
也
。

　
之
に
依
り
て
之
を
見
れ
ば
、
宇
治
に
茶
を
産
す
る
既
に

元
亨
に
あ
り
、
尺
素
往
來
の
當
時
朝
日
の
名
既
に
入
口
に

喰
表
し
て
、
栂
尾
の
深
瀬
を
凌
駕
せ
る
を
見
れ
ば
、
東
山

殿
の
時
代
に
於
て
ま
つ
川
の
北
岸
に
將
軍
手
近
來
の
賞
翫

物
を
産
し
、
や
が
て
川
の
南
に
う
つ
り
て
、
足
利
末
期
に
折

　
　
　
　
　
　
　
飾
四
號
　
　
　
　
　
｝
0
ニ
　
　
ハ
山
ハ
ニ
○
）

居
川
附
近
の
洪
積
丘
陵
地
に
茶
園
を
生
じ
、
織
田
豊
臣
徳

川
の
三
代
其
後
を
う
け
て
之
を
玉
成
せ
り
ご
云
ふ
べ
し
。

も
し
そ
れ
上
林
の
若
森
．
園
、
御
茶
師
、
御
茶
壷
等
の
詳
細

に
継
し
て
は
筆
者
が
將
に
刊
行
せ
ん
ビ
す
る
宇
治
野
に
譲

り
て
薙
に
之
を
省
く
、
讃
者
の
諒
こ
せ
ん
こ
ご
を
乞
ふ
。

附
言
、
さ
き
に
本
稿
為
草
し
終
り
判
る
後
、
愚
師
三
浦
諸
刃
の
指
導
た
得

て
京
大
國
史
研
究
室
に
藏
ゼ
ら
ろ
・
、
上
林
丈
書
た
見
ろ
こ
定
な
得
、

更
ら
に
拙
稿
か
改
訂
す
る
こ
ミ
た
得
漏
り
、
附
艶
し
て
謝
意
た
表

す
。
（
昭
和
二
年
入
月
〉

百
姓
一
揆
の
地
方
的
分
布
に
就
て経

濟
學
士
　
黒

正

巖

　
從
豪
の
用
語
例
に
從
へ
ば
、
異
異
一
揆
な
る
も
の
は
｝
　
　
に
よ
っ
て
自
己
の
利
益
を
主
張
し
、
そ
の
生
活
を
擁
護
せ

種
の
暴
動
で
あ
っ
て
、
農
民
が
團
罷
を
組
み
積
極
的
暴
力
　
　
ん
ご
す
る
破
壊
的
示
威
蓮
動
ご
解
せ
ら
れ
、
從
て
百
姓
｝



揆
ご
い
へ
ば
、
郎
ち
竹
槍
席
旗
で
焼
打
掠
奪
が
つ
き
も
の

ご
せ
ら
れ
て
居
る
。
故
に
之
に
は
種
々
の
範
疇
に
薦
す
る

も
の
が
包
含
せ
ら
れ
、
そ
の
運
動
の
原
因
叉
は
謝
象
に
つ

き
て
は
何
等
本
質
的
の
匿
別
を
考
へ
て
居
な
い
。
隣
村
こ

の
水
喧
嘩
も
町
人
征
伐
の
如
き
も
そ
れ
が
暴
力
的
示
威
運

動
で
あ
る
…
眠
り
矢
張
り
百
姓
一
書
ご
せ
ら
れ
て
居
る
よ
う

で
あ
る
。
然
る
に
私
の
百
姓
一
揆
ご
辮
す
る
も
の
は
從
家

の
用
語
例
ご
著
し
く
異
る
の
で
あ
っ
て
饗
し
も
積
極
的
運

覇
ご
は
限
ら
な
い
。
筍
し
く
も
武
士
階
級
が
身
分
的
支
配

樺
を
把
持
す
る
封
建
錦
繍
に
於
て
の
み
登
生
し
う
る
班

の
支
配
關
係
に
墓
く
農
民
の
團
膿
漏
反
抗
運
動
で
あ
る
な

ら
ば
、
凡
べ
て
之
を
百
姓
一
揆
こ
す
る
。
當
時
の
言
葉
を

以
て
せ
ば
「
徒
業
」
の
義
で
あ
る
Q
か
の
強
訴
、
暴
動
、

逃
散
こ
い
ふ
が
如
き
は
、
徒
蕪
の
目
的
實
現
の
手
段
方
法

に
す
ぎ
な
い
。
故
に
本
文
に
於
て
取
扱
ふ
百
姓
一
揆
の
中

t
は
、
強
訴
は
勿
論
、
農
民
が
盤
質
に
衆
議
し
、
そ
の
代

表
者
を
し
て
越
訴
せ
し
む
る
が
如
き
積
極
的
反
抗
運
動
、

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
百
姓
一
揆
の
馳
方
的
分
布
に
就
て

及
び
支
配
階
級
に
虚
し
て
直
接
に
抵
抗
す
る
事
な
く
、
爵

ら
逃
亡
し
て
支
配
者
の
蟹
迫
を
脆
託
せ
ん
ビ
す
る
逃
散
の

如
き
、
或
は
宮
己
の
支
配
岩
に
は
直
接
反
抗
せ
す
し
て
他

領
に
逃
れ
て
そ
の
地
の
領
主
に
愁
訴
す
る
が
如
き
究
極
的

運
動
も
含
ま
れ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。

　
私
は
百
姓
一
揆
を
右
の
如
く
解
す
る
が
故
に
、
そ
の
件

数
は
広
言
百
姓
一
揆
こ
し
て
数
へ
ら
れ
た
る
も
の
に
比
し

て
著
し
く
増
加
す
る
事
が
二
軍
た
。
今
日
迄
に
蒐
集
し
得

た
る
材
料
は
約
四
百
二
十
四
件
の
多
き
に
達
し
て
居
る
。

之
等
の
材
料
は
種
々
の
槻
黙
よ
り
研
究
せ
ら
る
べ
き
で
あ

る
が
、
先
づ
第
一
に
は
そ
の
原
因
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。

百
姓
一
揆
の
原
因
を
分
類
す
る
事
に
よ
っ
て
、
徳
川
時
代

の
農
民
階
級
が
武
士
階
級
め
爲
め
に
如
何
な
る
黙
を
盤
迫

せ
ら
れ
て
居
た
か
、
又
如
何
な
る
事
柄
に
最
大
の
野
心
を

有
し
て
居
た
か
や
關
明
せ
ら
る
、
ビ
同
時
に
、
又
之
を
時

間
的
地
理
的
に
考
察
す
れ
ば
、
譜
代
に
よ
り
叉
地
方
に
よ

っ
て
農
民
の
戚
す
る
關
心
の
墾
化
す
る
事
を
明
か
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
…
〇
一
二
　
　
（
山
ハ
ニ
ー
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
百
姓
凶
揆
の
馳
方
的
分
霧
に
就
て

臆
て
又
農
民
階
級
の
生
産
力
に
依
存
せ
る
封
建
就
會
の
悪

質
過
程
を
覗
ふ
の
一
助
こ
な
る
で
あ
ら
う
。
第
二
は
旧
劇

方
法
の
研
究
で
あ
る
。
師
ち
時
代
、
地
方
に
よ
っ
て
三
型

・
方
法
が
夫
々
異
る
。
例
へ
ば
あ
る
地
方
に
於
て
は
廣
い
地

域
に
亙
る
大
規
模
の
百
姓
一
揆
が
起
り
、
然
か
も
積
極
的

暴
力
に
よ
る
に
反
し
、
或
る
地
方
に
於
℃
は
小
地
域
の
者

が
漕
…
極
的
抵
抗
を
な
す
ε
い
ふ
が
如
き
之
れ
で
あ
る
。
こ

の
外
百
姓
一
揆
書
生
の
季
節
的
研
究
、
百
姓
一
揆
の
傳
播

性
及
び
持
趨
性
の
研
究
、
百
姓
一
揆
顔
弓
に
帯
す
る
研
究

の
如
き
も
亦
重
要
で
あ
る
。
而
し
て
百
婬
一
揆
の
特
性
ε

し
て
最
も
注
要
す
べ
き
も
の
は
百
姓
一
揆
の
頻
登
性
ご
反

覆
性
ご
で
あ
る
。
前
者
は
時
間
的
に
連
写
し
て
百
姓
一
揆

の
起
る
ご
い
ふ
性
質
に
し
て
、
　
一
定
時
期
に
於
て
あ
る
地

方
に
一
揆
が
登
生
し
た
ご
す
れ
ば
、
同
時
に
又
他
の
地
方

に
於
て
も
亦
登
生
す
る
の
傾
向
を
有
す
る
事
で
あ
る
。
後

者
は
同
一
の
地
方
に
於
て
反
覆
し
て
百
姓
一
揆
の
登
生
せ

ん
こ
す
る
性
質
に
し
て
、
あ
る
地
方
に
一
度
百
姓
「
揆
の

　
　
　
　
　
　
　
・
策
M
闘
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一
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登
生
せ
る
事
實
が
あ
っ
た
こ
す
れ
ば
、
大
抵
そ
の
後
又
は

前
に
百
姓
一
揆
の
登
生
し
た
事
を
見
霞
す
で
あ
ら
う
。
叢

に
於
て
百
姓
一
揆
の
獲
生
密
度
を
地
理
的
に
示
す
事
が
霞

來
る
の
で
あ
る
。
今
四
百
二
十
四
件
の
百
姓
一
揆
を
國
別

に
分
類
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
一
回
の
み
百
姓
蝋
揆
の
嚢
生
し
た
る
も
の
六
箇
國
。
山
城
（
？
）

　
相
摸
、
筑
後
、
淡
路
、
備
前
（
？
）
、
尾
張
（
？
・
）
。
二
回
百
姓
一

　
揆
の
反
覆
せ
る
も
の
八
簡
國
・
日
向
、
豊
後
、
周
防
、
因
幡
、

　
若
狭
、
還
江
、
下
野
，
下
総
。
三
園
百
姓
一
揆
の
反
覆
せ
る
も

　
の
＋
箇
國
・
豊
前
、
石
見
、
丹
波
、
丹
後
、
夕
庭
、
伊
勢
、
田

　
斐
、
武
藏
、
安
房
、
磐
城
。
四
回
反
覆
せ
る
も
の
四
箇
國
・
松

　
蘭
（
之
は
漁
師
の
反
抗
蓮
動
で
あ
る
。
）
大
和
、
駿
河
、
肥
前
。

　
五
回
反
覆
せ
る
も
の
一
箇
國
・
陸
前
。
六
回
反
覆
せ
る
も
の
二

　
一
一
・
陸
中
、
佐
渡
。
七
回
反
覆
せ
る
も
の
蝋
働
國
・
出
雲
。
＄

　
八
回
三
箇
國
・
土
佐
、
紀
伊
、
上
野
、
胴
前
。
九
回
一
箇
國
・

　
伯
誉
。
十
厨
三
箇
國
・
讃
岐
、
播
磨
、
三
河
。
十
一
回
五
箇
國
・

　
肥
後
、
備
後
、
阿
波
、
近
江
、
陸
奥
。
十
二
回
三
箇
國
・
飛
騨

　
美
濃
、
越
中
。
十
三
園
二
簡
國
。
備
中
、
美
作
。
十
四
回
噛
箇



國
・
越
後
。
十
・
五
回
一
牌
無
終
・
羽
後
Q
十
山
ハ
回
二
儒
陥
峰
岡
但
麗
剛
，

信
濃
。
十
七
側
二
箇
國
・
岩
代
、
越
前
。
四
十
九
回
一
箇
國
・

伊
豫
。
山
武
農
生
の
事
例
の
明
か
な
ら
ざ
る
も
の
＋
七
箇
國
・

薩
摩
、
大
偶
、
筑
前
、
長
門
、
安
藝
，
河
内
、
和
泉
、
伊
賀
、

志
摩
、
比
量
、
、
上
総
、
常
陸
、
加
賀
、
能
登
、
懸
岐
、
登
岐
、

封
馬
。

　
以
上
の
分
布
密
度
は
、
徳
川
時
代
の
並
べ
て
の
百
姓
一

揆
の
事
例
を
網
羅
す
る
材
料
に
よ
っ
て
現
は
し
た
も
の
で

は
な
く
、
地
方
に
よ
り
調
査
の
精
粗
あ
る
淀
め
、
之
を
確

定
的
の
も
の
こ
い
ふ
事
は
毘
來
な
い
の
で
あ
る
が
、
併
し

大
事
の
傾
向
に
は
さ
し
て
墾
化
を
生
じ
な
い
ε
思
ふ
。
適

量
時
の
百
姓
一
揆
の
地
理
的
分
布
を
覗
ふ
求
め
に
は
、
国

別
に
す
る
よ
り
も
寧
ろ
藩
別
事
は
領
地
溺
に
す
る
を
適
嘗

こ
す
る
も
、
あ
る
地
方
は
小
領
地
の
入
り
組
め
る
も
の
が

あ
る
か
ら
、
取
扱
．
の
便
宜
上
國
刷
に
し
た
。
尤
も
國
別
に

す
る
事
も
亦
早
し
も
無
意
昧
で
は
な
く
、
小
藩
に
分
裂
せ

る
事
、
又
は
小
領
地
の
入
組
め
る
事
が
臆
て
百
姓
一
揆
の

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
百
姓
一
揆
の
地
方
的
分
布
に
就
て

反
覆
性
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
考
ふ
る
上
に
多

少
の
滲
考
こ
も
な
り
う
る
で
あ
ら
う
。

　
右
に
掲
げ
た
る
所
に
よ
っ
て
見
る
に
、
只
一
回
限
り
百

姓
一
揆
が
獲
生
し
た
る
に
止
り
、
二
度
以
上
反
覆
し
な
か

っ
た
例
は
僅
か
に
⊥
ハ
二
等
に
し
て
、
百
姓
一
揆
の
登
生
せ
し

國
数
全
騰
の
約
一
罰
に
す
ぎ
な
い
Q
三
回
反
覆
せ
る
國
は

十
箇
國
で
あ
る
が
、
之
こ
て
も
全
腱
の
二
割
に
達
し
な
い
。

四
百
二
十
四
圓
中
そ
の
大
多
数
は
一
定
の
地
域
に
於
て
頻

繁
に
反
覆
し
て
登
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
百
姓
一

揆
が
何
故
に
同
「
地
域
に
於
て
反
覆
し
て
襲
生
す
る
の
傾

向
あ
る
か
を
明
か
に
せ
ん
こ
す
れ
ば
、
地
方
綿
々
の
魁
會

素
質
な
る
も
の
を
研
究
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
各
地
方
は

夫
々
一
定
の
就
會
素
質
を
有
し
、
説
會
的
事
件
に
醤
し
て

各
戚
受
性
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
同
唄
の
動
因

が
加
は
る
も
、
あ
る
地
方
に
勤
し
て
は
何
等
望
事
酌
事
件

の
登
生
を
見
な
い
の
に
馬
あ
る
地
方
に
曾
て
は
そ
の
同
一

動
因
叉
は
そ
れ
よ
り
も
微
溺
な
る
類
似
近
因
に
よ
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
第
悶
［
號
　
　
　
、
一
〇
五
　
　
　
（
渦
輪
ニ
三
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
百
姓
一
揆
の
塊
方
酌
分
霜
に
就
て

直
ち
に
証
會
事
件
の
登
生
を
見
る
が
如
き
こ
ご
が
あ
る
。

而
し
て
耐
會
素
質
な
る
も
の
は
肖
者
的
、
魁
會
的
、
経
濟

的
、
文
化
的
諸
條
件
の
組
み
合
せ
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、

然
か
も
そ
の
有
機
的
組
み
合
せ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
　
　
定
の
事
件
に
擁
し
て
機
械
的
函
数
的
に
説
明
す
る

事
は
欝
來
ぬ
。
例
へ
ば
爾
國
に
同
一
の
回
数
の
百
姓
隔
揆

が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
爾
…
圃
が
全
く
同
一
の
魁
會
素

質
を
有
す
る
ご
は
限
ら
滋
。
更
に
そ
の
最
後
の
動
因
を
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
併
し
大
禮
の
推
論
ε
し
て
は

百
姓
一
揆
の
頻
繁
に
反
覆
せ
る
地
方
は
夫
々
類
似
せ
る
現

勢
素
質
を
有
し
、
類
似
の
百
姓
一
挨
の
動
因
を
胚
胎
し
て

居
る
事
を
主
張
し
う
る
の
で
あ
る
。
故
に
日
本
全
國
を
大

別
し
て
百
姓
一
揆
の
分
布
密
度
を
見
る
な
ら
ば
、
あ
る
地

方
の
み
が
特
に
著
し
く
分
布
密
度
懸
隔
の
あ
る
が
如
き
場

合
は
少
い
。
風
威
來
の
地
方
大
別
法
た
る
撹
燐
に
し
て
、

各
國
の
分
布
密
度
及
び
聴
道
の
李
均
密
度
を
示
ぜ
ば
次
の

如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
〇
山
ハ
　
　
（
六
二
四
）

第
一
南
海
澄
、
六
篇
國
、
一
揆
回
撒
八
十
七
、
李
均
密
度
十
四

鳳
五
・
紀
転
婆
、
阿
波
一
一
、
淡
路
一
、
土
佐
八
、
伊
豫
四
九
、

嚇
讃
妓
一
〇
〇
紳
昂
二
東
南
田
道
十
三
柚
糊
國
、
　
隅
回
忌
百
一
一
十
六
、
李
均

密
度
九
回
七
・
近
江
一
一
、
美
濃
一
二
、
飛
騨
一
二
，
信
濃
一

六
、
上
野
八
、
下
野
二
、
岩
代
一
七
、
磐
城
三
、
羽
蘭
八
、
胴

後
一
五
、
陸
奥
｝
一
、
陸
中
六
、
陸
前
五
。
第
三
北
陸
道
七
箇

國
、
回
撒
五
十
一
、
李
均
密
度
七
回
三
・
若
狭
二
、
越
前
一
七
、

加
賀
○
、
能
登
○
、
晶
越
中
一
一
一
、
織
｝
後
一
四
、
佐
渡
六
〇
儒
罪
四

山
陽
鵬
迫
八
脾
樹
國
、
回
撒
五
十
・
、
六
†
均
密
度
六
回
二
・
長
…
門
○
、

周
防
二
、
安
藝
○
。
第
五
山
陰
道
八
コ
口
、
圓
撒
四
十
三
、
李

均
密
度
五
回
四
・
石
見
三
、
鵬
雲
七
、
伯
港
島
、
因
幡
二
、
但

厭
尚
一
六
、
丹
波
一
『
丹
後
一
二
、
懸
掃
敬
○
。
第
六
翼
果
漁
㎞
迫
十
五
簡

國
、
委
譲
三
十
二
、
、
気
心
密
度
二
四
ご
二
・
伊
賀
○
、
伊
勢
三

志
摩
○
、
尾
張
一
、
三
河
一
〇
、
蓮
江
二
、
駿
河
四
、
甲
斐
三

伊
’
豆
○
、
翻
摸
一
、
武
藏
三
、
安
房
三
、
上
総
○
、
下
総
二
，

常
陸
○
。
第
七
西
海
道
十
一
篇
國
、
回
撒
二
十
三
、
不
均
密
度

二
回
一
・
筑
蘭
○
、
筑
後
一
、
豊
前
一
『
豊
後
二
、
肥
前
四
，

肥
後
一
一
、
日
向
二
、
大
隅
O
、
薩
摩
○
、
堂
岐
○
、
野
馬
○
。



　
第
八
畿
内
｝
血
紳
糊
國
、
回
撒
八
、
李
n
均
密
度
】
釜
山
ハ
・
山
城
一
、

　
大
和
四
、
和
泉
○
、
旙
津
三
、
河
内
O
o

　
先
づ
第
一
に
目
立
つ
の
は
南
海
道
六
箇
國
で
あ
る
。
殊

に
伊
豫
國
は
將
に
五
十
回
に
蓬
ぜ
ん
ご
す
る
最
高
レ
コ
ー

ド
を
有
し
、
そ
の
他
の
諸
國
も
亦
相
當
に
高
き
密
度
を
示

し
て
居
っ
て
、
四
國
の
李
均
は
十
四
回
五
の
高
度
で
あ

る
。
又
こ
の
地
方
中
四
面
に
於
て
は
大
規
模
の
暴
動
朗
百

姓
｝
揆
が
少
く
て
、
小
規
模
の
数
箇
村
又
は
一
箇
村
の
み

の
騒
動
の
数
が
多
く
、
且
つ
そ
の
抵
抗
方
法
に
し
て
逃
散

ビ
い
へ
る
消
極
的
形
態
を
ご
る
も
の
が
非
常
に
多
い
。
故

に
私
は
こ
の
漕
極
的
抵
抗
を
以
て
假
b
に
四
隅
型
ご
名
け

る
の
で
あ
る
。
何
故
に
か
く
の
如
き
形
態
を
生
す
る
に
至

っ
た
か
に
つ
き
て
は
、
種
々
の
説
明
を
加
へ
る
事
が
出
來

る
で
あ
ら
う
が
、
私
は
他
の
擬
會
に
於
て
已
に
概
説
し
た

こ
ご
が
あ
る
か
ら
、
姦
に
は
敢
へ
て
こ
れ
を
繰
返
す
ま

い
。
次
に
顯
聖
な
る
分
布
密
度
を
示
す
も
の
は
東
山
滋
で

あ
る
。
東
山
道
よ
⊥
ご
箇
國
・
中
下
野
ビ
磐
域
ざ
が
比
較
的
に

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
百
姓
一
揆
の
地
方
的
分
お
に
就
て

低
き
密
度
を
有
す
お
の
み
で
、
他
は
何
れ
も
極
め
て
高
き

密
度
を
示
し
、
百
姓
［
揆
四
百
二
十
四
件
中
、
東
山
滋
の

み
で
實
に
百
二
十
六
回
、
「
國
の
李
均
九
回
七
に
達
し
て

居
る
。
以
下
順
次
北
陸
道
は
七
箇
國
五
十
｝
回
、
密
度
七

回
三
、
山
陽
道
入
箇
國
五
十
回
、
密
度
六
回
二
、
山
陰
道

入
箇
國
四
十
三
回
、
密
度
五
回
四
、
西
海
道
九
箇
國
（
壼

一
岐
伽
封
凸
島
を
除
く
）
　
二
十
三
回
、
密
度
二
回
ム
ハ
、
申
果
海
翫
追
十

五
箇
閣
三
十
二
回
密
度
二
回
一
、
畿
内
五
箇
國
八
回
、
　
一

回
六
の
分
布
密
度
で
あ
る
。
而
て
各
級
に
つ
い
て
見
る
に

そ
の
鷲
鼻
の
間
に
登
生
回
数
に
極
端
な
る
差
異
な
く
、
殆

ご
大
同
小
異
の
朕
態
を
示
し
て
居
る
。
か
く
し
て
各
遁
は

　
　
　
　
　
タ
イ
プ

夫
々
濁
特
の
類
型
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
．
之
を
圖
表
に

表
は
せ
ば
一
暦
こ
の
類
型
を
明
確
に
理
解
す
る
事
が
出
回

る
で
あ
ら
う
。
各
地
方
の
百
姓
…
揆
に
封
ず
る
魔
會
素
質

及
び
動
因
は
必
し
も
轟
然
的
要
素
の
み
に
限
ら
れ
な
い
、

殊
に
そ
の
動
因
は
、
封
建
趾
會
特
有
の
政
治
的
、
魁
曾
的

原
因
に
急
く
も
の
が
多
い
が
、
然
か
も
自
然
的
環
境
ご
魁

　
　
　
　
　
　
　
筑
が
四
號
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
（
六
ご
五
）



　
　
　
第
十
ご
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
百
姓
一
揆
の
地
方
的
分
謝
に
就
て

會
的
環
境
ご
が
如
何
に
麿
接
の
購
係
を
有
す
る
か
は
、
自

然
的
客
分
に
早
く
從
來
の
遣
丁
零
分
に
於
て
、
封
建
就
會

の
下
に
翠
巌
に
生
識
す
べ
き
百
姓
｝
揆
、
從
て
叉
封
建
的

統
欄
の
地
方
瀦
的
特
色
が
現
は
れ
て
居
る
も
の
こ
い
ふ
べ

く
、
今
臼
多
く
の
人
々
が
か
の
海
道
別
の
意
義
の
那
邊
に

存
す
る
か
を
疑
ひ
、
今
日
で
は
こ
の
涯
分
法
は
全
く
顧
み

ら
れ
な
く
な
っ
て
居
る
が
、
併
し
徳
島
時
代
に
於
て
は
相

當
重
要
の
意
義
が
あ
っ
た
い
ふ
事
が
腐
來
よ
う
。

　
以
上
は
極
め
て
大
ま
か
に
、
徳
川
時
代
の
百
姓
一
揆
の

地
理
的
分
布
を
記
述
し
た
る
に
止
り
、
そ
の
何
故
に
か
く

の
如
き
分
布
を
爲
す
に
至
っ
た
か
ビ
い
ふ
、
原
因
に
つ
き
て

は
何
等
論
及
す
る
所
が
な
か
つ
だ
。
之
に
は
百
姓
一
揆
の

原
因
を
細
か
に
分
類
す
る
事
、
及
び
昏
地
方
の
隅
隅
素
質

の
究
弱
「
を
な
す
事
を
必
要
ご
し
、
從
て
概
猛
的
理
論
よ
り

も
寧
ろ
各
國
夫
々
に
つ
き
て
精
細
な
る
研
究
を
前
提
こ
す

る
も
の
で
あ
る
。
殊
に
本
研
究
の
資
料
こ
な
れ
る
百
姓
一

揆
の
事
例
は
、
各
地
方
の
凡
べ
て
を
大
小
洩
さ
す
蒐
集
し

　
　
　
　
　
　
　
駕
四
四
聴
｝
　
　
一
〇
八
　
　
　
（
六
ご
六
）

た
も
の
で
も
な
い
か
ら
．
か
、
る
原
因
論
的
説
明
は
當
分
・

さ
し
擦
へ
る
べ
き
で
あ
胤
ε
思
ふ
。
只
併
し
之
だ
け
の
材

料
に
よ
っ
て
見
る
も
、
徳
川
時
代
に
於
て
各
地
方
が
夫
々

如
何
な
る
胱
會
的
膚
然
的
環
境
の
下
に
あ
っ
た
か
を
覗
ふ

の
…
根
擦
こ
な
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
百
姓
一
揆
の

全
く
登
生
せ
ざ
り
し
地
方
叉
は
回
数
の
極
め
て
少
き
地
方

は
多
く
大
國
で
あ
り
、
武
士
の
統
制
も
比
綾
的
整
頓
し
、

農
民
の
経
濟
事
情
の
良
好
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
私
は
今
後
爾
ほ
多
く
の
材
料
を
蒐
集
す
る
事
に
よ

っ
て
、
こ
の
羅
の
研
究
を
補
完
し
、
從
來
專
ら
支
配
藩
階

級
た
る
武
士
の
文
化
の
み
を
主
要
調
象
こ
せ
る
研
究
方
法

に
聾
し
て
、
封
建
帥
支
配
關
係
よ
り
必
然
に
獲
生
す
べ
き

階
級
岡
雫
．
否
武
士
階
級
ご
農
民
階
級
こ
の
文
化
水
準
化

の
過
程
に
撃
て
黎
生
す
る
一
の
避
會
現
象
を
把
捉
す
る
事

に
よ
っ
て
．
証
曾
の
舞
…
遷
獲
達
を
考
へ
度
い
ご
思
ふ
。

（
本
文
に
私
が
講
書
族
検
出
渡
の
前
日
に
草
し
療
ろ
も
の
て
あ
っ
て
、

推
敲
の
至
ら
ざ
う
も
の
少
し
目
し
な
い
。
讃
者
之
為
諒
似
せ
ら
れ
よ
。
）


